
令和７年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

図面番号 葉 数 図 面 名 称 縮 尺 摘 要

1 1 S=1/800

2～5 4 S=1/400

6～7 2

8～9 2 S=1/60

横断図(1)～(2)

構造図(1)～(2)

全体平面図

平面図(1)～(4)

防球ネット構造図 S=1/3001

撤去工構造図(1)～(2)2

防球フェンス撤去工1

S=1/60,1/40

図示

10

11～12

13

S=1/60



施設番号①

凡例

3 3 ブロック塀断面位置

3

3

2

2

1

1

5

5

6

6

7

7

8

8

9

10

10
11

11

13

13

14

14

1
5

1
5

1
6

1
6

施設番号②

施設番号④

施設番号③

12 12

9

4

4

N

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

全体平面図

令和7年度

1/800

N

全 体 平 面 図 S=1/800

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

1/13



N

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

平面図(1)

令和7年度

1/400

N

平 面 図 (1)

施設番号①

3

3

2

2

1

1

5

5

6

6

フェンス基礎工1型 N=72箇所

ブロック塀撤去 2型
控え壁撤去 1型 N=8箇所

ブロック塀撤去 6型 L=60.9m

控え壁撤去 2型 N=16箇所

目隠しフェンス1型 H=1.8m L=141.8m

ブロック塀撤去 4型 L=24.8m

天端補修工 W=100 L=46.0m

天端補修工 W=120 L=95.8m

L=5.2m

ブロック塀撤去 5型 L=34.9m

ブロック塀撤去 1型

L=5.2m

ブロック塀撤去 3型

L=10.8m
電線管撤去・復旧 L=32.9m

4

4

控え壁基礎撤去 N=8箇所

控え壁基礎撤去 N=16箇所

2/13

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

S=1/400



N

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

平面図(2)

令和7年度

1/400

N

平 面 図 (2) S=1/400

6

7

7

8

8

9

施設番号②

目隠しフェンス1型 H=1.80m L=45.4m

フェンス基礎工1型 N=23箇所

有刺鉄線(3段)撤去 L=45.4m

ブロック塀撤去 7型 L=45.4m

控え壁撤去 2型 N=5箇所

天端補修工 W=120 L=45.4m

9

電線管撤去・復旧 L=90.0m

N=3箇所

H=1.0m N=1箇所

控え壁補強工1型 H=1.2m N=3箇所

ブロック塀補強金具18型
ブロック塀補強金具18型 N=8箇所

ブロック塀補強工1型 H=1.6m L=31.7m
H=1.4m L=12.9m

控え壁補強工2型

ブロック塀補強工2型

アスファルト撤去 t=50 N=8箇所

アスファルト復旧 t=50 N=8箇所

控え壁基礎撤去 N=5箇所

土間コンクリート（t＝5㎝）

N=3箇所

アスファルト切断 L=15.2m

3/13

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事



N

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

平面図(3)

令和7年度

1/400

N

平 面 図 (3) S=1/400

凡例

3 3 ブロック塀断面位置

10

10
11

11

施設番号③

目隠しフェンス1型 H=1.80m
L=110.2m

N=8箇所

ブロック塀撤去 8型 L=97.4m

ブロック塀撤去 9型 L=12.8m

12 12

コンクリート撤去 N=9箇所

防球ネット復旧工

防球フェンス撤去工

重力式擁壁補修工1型 H=0.6m L=97.4m

フェンス基礎工1型 防球ネット H=9.00m
L=111.5m

ネット柱 N=15本
フェンス基礎工2型 L=1.8m

N=39箇所

防球フェンス撤去 H=5.4m L=43.7m(
19.4+24.

3) 支柱撤去 N=20本(10+10)
,防球フェンス撤去 H=9.0m L=69.9m

支柱撤去 N=29本

天端補修工 W=150 L=97.4m

L=12.8m
天端補修工 W=100

N=9箇所コンクリート復旧

控え壁撤去 3型 N=1箇所

コンクリート切断 L=13.9m

防音シート（H=3m）
L=110.0m

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

コンクリート柱撤去（L=12m)

N=1本

4/13



N

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

平面図(4)

令和7年度

1/400

N

平 面 図 (4) S=1/400

13

13

14

14

1
5

1
5

1
6

1
6

施設番号④

目隠しフェンス1型 H=1.8m L=47.8m

天端補修工 W=150 L=48.9m

12 12

ブロック塀撤去 10型 L=34.8mブロック塀撤去 11型 L=48.9m

天端補修工 W=150 L=34.8m

目隠しフェンス2型 H=1.8m（忍び返し付） L=46.8m

フェンス基礎工3型 L=94.6m

重力式擁壁補修工2型 H=1.2m L=48.9m 重力式擁壁補修工2型 H=1.2m L=34.8m

フ
ェ

ン
ス

バ
リ

ケ
ー

ド
撤

去
（

H=
1
.8

m
、

単
管

共
）

L=
4
6.

0
m

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

5/13



横断図(1)

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

令和7年度

1/60

横断図(1)

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

中学校側 民地側
中学校側 民地側

6/13

中学校側 民地側

4
5
0

300
鋳鉄杭

ブ
ロ

ッ
ク

塀
撤

去

H
=
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0
0

6 65 54 4

基礎

1 1 2 2 3 3

花壇

植樹帯

花壇

植樹帯

レンガ壁 レンガ壁

レンガ舗装 レンガ舗装

花壇レンガ壁

レンガ舗装

植樹帯

基礎

花壇レンガ壁

レンガ舗装

植樹帯

ブ
ロ

ッ
ク

塀
撤

去

1
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塀
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ブ
ロ

ッ
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塀
撤
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H
=
1
20

0

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

鋳鉄杭 鋳鉄杭

鋳鉄杭鋳鉄杭鋳鉄杭

目隠しフェンス1型

18
0
0

目隠しフェンス1型

18
0
0

目隠しフェンス1型

18
0
0

目隠しフェンス1型

18
0
0

目隠しフェンス1型

18
0
0

目隠しフェンス1型

18
0
0

中学校側 民地側 中学校側 民地側中学校側 民地側

150 150 150

150150150

S=1/60



横断図(2)

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

令和7年度

1/60

横断図(2)

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

7/13

8 8 9 9

10 10

7 7

12 12

基礎コン

13 13

14 14

基礎

ブ
ロ

ッ
ク

塀
撤

去

1
0
0
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ブ
ロ

ッ
ク

塀
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去

1
8
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11 11
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ロ

ッ
ク

塀
撤

去

10
0
0

ブ
ロ

ッ
ク

塀
撤

去

24
0
0

AS

CO

4
5
0

300

120

ブロック塀補強金具

18型

350

600

125 125
1
8
0
0

基礎杭φ150

(パワースレッド)

1
0
0
0

1
0
0

120

600

ブロック塀補強金具

18型

350

600

125 125

1
8
0
0

基礎杭φ150

(パワースレッド)

1
0
0
0

1
0
0

4
50

150

3
0
0

1
50

510

5
0

目隠しフェンス1型

既設重力式擁壁

Co復旧470 t=100

Co撤去470 t=100

4
5
0

300

既設ボックス

600×450

防球ネット支柱

300

300

15 15

ブ
ロ

ッ
ク

塀
撤

去

2
8
0
0

16 16

既設重力式擁壁

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

中学校側 民地側
中学校側 民地側

中学校側 民地側

中学校側 民地側

鋳鉄杭

鋳鉄杭

660

AS復旧700 t=50

AS撤去700 t=50

18
0
0

目隠しフェンス2型

忍び返し付き

目隠しフェンス1型

目隠しフェンス1型

18
0
0

中学校側 民地側中学校側 民地側 中学校側 民地側

150

150

目隠しフェンス1型

1
8
0
0

1
8
0
0

300
4
5
0

1
00

300

4
5
0

1
00

18
0
0

4
53

10
0

防音シート

H=3.0m
防音シート

H=3.0m

※ 防音シートの設置位置は、地権者と協議のうえ決定する。

また、設置方法は単管等を使用することを想定している。

390 390

S=1/60



構造図(1)

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

構造図(1)

1/60

パネル連結部

柱□-75X75X2.3

目隠しフェンス1型 H=1.8m

3
6

1
7
6
4

1
8
0
0

標準部 2000 端部 1610

※目隠しフェンスは、ニッケンフェンス＆メタル ステラＭＫフェンス 同等品以上とする。

フェンス基礎工1型

S=1/60

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

8/13

中学校側 民地側

ﾊﾞﾝﾄﾞ

ﾊﾞﾝﾄﾞ

20
0
0

防球ネット支柱

中学校側 民地側

既設重力式擁壁

850

2000

3
0
0

4
50

□300
鋳鉄杭

目隠しフェンス

無収縮モルタル

既設重力式擁壁

既設ボックス

600×450

3
0
0

300

中学校側 民地側

3
0
0

1
5
0

300360

660

目隠しフェンス

1:
0
.2

フェンス基礎工2型

コンクリート削孔 L=300

φ150 @2000

既設防球フェンス基礎 存置

コンクリート削孔 t=300

φ150 @2000

2000

700 7001800 7001800

既設ブロック塀 撤去

新設防球ネット支柱（想定）

差し筋 D13

L=200 2段

1
8
0
0

パネル連結部

3
0
0

4
53

端部 1610標準部 2000 柱□-75X75X2.3

目隠しフェンス2型 H=1.8m

2000

※新設防球ネット支柱が施工の支障となる場合は、監督員と協議する。

差し筋 D13

L=200 2段

平面図

断面図

コンクリート

18-8-25BB

既設ボックス

600×450

令和7年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

（忍び返し付き）

4
50

コンクリート

18-8-25BB

※鋳鉄杭は、ヒノダクパイルS T8 同等品以上とする。

平面図

3
00

300

鋳鉄杭

無収縮モルタル

0.039m3/箇所

3
0
0

6
6
0

フェンス基礎工3型

断面図

10
0

50

基礎砕石

RC-40

コンクリート

18-8-25BB

基礎砕石

RC-40

箱抜き（円型型枠）

Φ150,L=300,@2.0m

※10m以内に1箇所、目地材（t=10）を設置すること。

18
0
0

4
5
3

30
0

150

390

フェンス基礎工2型 材料表 10箇所当り

名 称 規 格 単位 数 量

コンクリート

型 枠 m2

m 31 8 - 8 - 2 5 B B

差し筋 tS D 2 9 5 D 1 3 L = 2 0 0

コンクリート削孔 孔φ15 0 L = 3 0 0

差し筋削孔 孔電動ハンマドリル

基礎砕石 m2R C - 4 0 t = 1 0 0

1 0

4 0

3 . 5 6

1 0 . 8 0

0 . 0 0 8

6 . 3 0

フェンス基礎工3型 材料表 10 m当り

名 称 規 格 単位 数 量

コンクリート

型 枠 m2

m 31 8 - 8 - 2 5 B B

箱抜き mΦ1 5 0、L = 3 0 0

目地材 m2瀝青質目地材、t= 1 0

基礎砕石 m2R C - 4 0 t = 1 0 0

0 . 1 6

1 . 5 5

4 . 5 0

1 . 5 0

3 . 5 0

目隠しフェンス

既設重力式擁壁

中学校側 民地側

300

45
0

1
0
0

1
8
00

50



構造図(2)

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

構造図(2)

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

9/13

ブロック塀補強金具18型

断面図

中学校側 民地側

ブロック塀補強工

ASモルタル補強

平面図

100 600

50
0

12
5

基礎

ブロック塀補強金具

18型

350

1
0
00

600

1
8
0
0

▽GL

20
0

2
0
0

4
00

4
0
0

4
0
0

2
00

125 125

角丸頭ボルト

W=120用

隣地側プレート
t=6mm

角丸頭ボルト

W=120用

700

隣地側プレート
t=6mm

600

基礎杭φ150
(パワースレッド)

▽GL

断面詳細図

1
0
0

コンクリート
18-8-25BB

1
00

控え壁補強工1型 控え壁補強工2型

400120

1
2
0
0

400120

ASモルタル補強
t=10mm

1
00

0

1
00

0

ブロック塀補強工

W

高
さ

H

・下地処理

Asモルタル補修の仕様

・プライマー塗布
・Asモルタル塗布(凹凸処理)
・Asモルタル塗布t=5mm

中学校側 民地側

重力式擁壁補修工

高
さ

H

中学校側 民地側

・下地処理

Asモルタル補強の仕様

・プライマー塗布
・Asモルタル塗布(凹凸処理)
・Asモルタル塗布t=10mm

ASモルタル補修

既設重力式擁壁

t=5mm
ASモルタル補強
t=10mm

基礎コン 基礎コン

天端補修工

W=100

天端補修 w=100 t=20

ブロック塀撤去

ブロック塀存置

モルタル
1:3

1段以上

天端補修工

W=120

天端補修 w=120 t=20

ブロック塀撤去

ブロック塀存置

モルタル
1:3

1段以上

1
0
0

1
80

0

アスファルト復旧

5
0

アスファルト

再生密粒度アスコン（13）

掘削・埋め戻し

平面図

5
00

700

▽GL

700

AS舗装

断面図

アスファルト

再生密粒度アスコン（13）

令和7年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

1/60

基礎

掘削・埋め戻し

※隣地側プレートは民地側の高さに合わせて調整する。

ASモルタル補強
t=10mm

ASモルタル補強
t=10mm

1
2
0
0

ASモルタル補強
t=10mm

コンクリート復旧

1
0
0

平面図

6
00

470

470

断面図

CO

建物

CO

コンクリート

18-8-25BB

天端補修工

W=150

※基礎天端の補修幅は天端幅に合わせた補修とする。

700

コンクリート

18-8-25BB

土間コンクリート

平面図断面図

コンクリート

18-8-25BB

※表面は、はけ引き仕上げとする。

施設番号 型 高さH(m) 延長L(m) 面積(m2)

③

④

1型

2型

2型

0.60 97.4 58.44

1.20 34.8 41.76

1.20 48.9 58.68

合計

重力式擁壁補修工集計表

158.88

施設番号 型 高さH(m) 幅W(m) 面積(m2)

②

1型

2型

1.20 3.45

1.00 0.97

合計

控え壁補強工集計表

4.42

控え壁(箇所)

3

1

厚さt(m)

0.40

0.40

0.12

0.12

④

②

※控え壁基礎部は補強しないものとする。

※ブロック塀撤去後、既設重力擁壁表面を補修するものとする。

施設番号 型 高さH(m) 延長L(m) 控え壁控除(m2) 面積(m2)

②

②

1型

2型

1.60 31.7 0.43 50.29

1.40 12.9 0.12 17.94

控え壁(箇所)

3

1

控除前面積(m2)

50.72

18.06

ブロック塀補強工集計表

補強工1型

補強工2型

合計 68.23

※ブロック塀基礎部は補強しないものとする。

※型枠の設置は北面のみとする。

プライムコート

プライムコート

（北面）

ブロック塀撤去

天端補修 w=150 t=20

基礎存置

モルタル
1:3

2000

1
50

0

5
0

S=1/60



防球ネット構造図 S=1/300

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

防球ネット構造図

1/300

京都市右京区太秦多藪町14番地の144
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メッセンジャーワイヤー38mm2

根枷ブロック
Ｌ＝1.2m

PCポール11-19-7.0
（水平、縦、ブレス）

1 2

3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13

14

15

Ｈ＝1.8ｍ×Ｗ＝0.8ｍ×t40
保護マット

令和7年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事

ポリ強力糸/36本 40mm目



控え壁撤去 3型

撤去工構造図(1)

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号1/60

撤去工構造図(1)

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

11/13
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控え壁撤去 1型
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100 100
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アスファルト撤去
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平面図

5
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▽GL

700
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断面図

アスファルト撤去

アスファルト撤去

令和7年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事
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平面図
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断面図

CO

建物
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コンクリート撤去

無筋

コンクリート撤去

コンクリート撤去

無筋控え壁基礎撤去

S=1/60
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撤去工構造図(2)

図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

撤去工構造図(2)

1/40

京都市右京区太秦多藪町14番地の144

S=1:40

2000

有刺鉄線

♯14×2.0

有刺鉄線(3段)撤去 H=0.7m

2000

軽量形鋼

50×50×700

ブロック塀

12/13

（参考図）

※復旧方法（固定金具等）は、監督員と協議の上決定すること。

電気ケーブルカバー

塩ビ管φ18（想定）

電線管撤去・復旧

令和7年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事



位置図 S=1:500

防球フェンス撤去工
防球フェンス S=1:100

フェンスの種類(ナイロンネット）
網目の形状（ネットフェンス）網目 40×40 mm

▽GL ▽GL

ネット
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フェンスの種類(鋼製）
網目の形状（スプリング）網目60×60 mm

φ60

凡例

：C柱（主柱）

：フェンス

H
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.
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図 面 名

工 事 名

京都市教育委員会教育環境整備室

事業年度

工事場所

縮 尺 図面番号

防球フェンス撤去工

図示

京都市右京区太秦多藪町14番地の144
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支柱 N=10本 基礎 N=10箇所

H=9.0m 支柱 N=29本 基礎 N=29箇所

H
=5

.4
(2

)
支

柱
N=

10
本

基
礎

N
=1

0
箇

所

50
0

50
0

50
0

50
0

5
0
0

5
0
0

令和7年度

京都市立太秦中学校ブロック塀改修工事※基礎は残置とする。

※波板（トタン板）の撤去を含む。

※基礎は残置とする。

※基礎は残置とする。

コンクリート柱撤去（L=12m）

N=1本

コンクリート柱

残置


